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平成２９年３月２７日那須雪崩事故検証委員会の開催状況（概要）

１．第１回検証委員会

日時：平成２９年４月１６日（日）

場所：栃木県公館

内容：事実関係の説明、情報の取り扱い等について審議

２．第２回検証委員会

日時：平成２９年６月３日（土）

場所：栃木県公館

内容：現地調査及び関係者からの聞き取り調査の結果報告、課題の整理

３．第３回検証委員会

日時：平成２９年６月１７日（土）

場所：栃木県公館

内容：救助関係調査結果の報告、課題の整理

４．第４回検証委員会

日時：平成２９年６月３０日（金）

場所：栃木県公館

内容：第一次報告のとりまとめ（公表）

５．第５回検証委員会

日時：平成２９年７月２３日（日）

場所：栃木県公館

内容：第一次報告を受けた意見及び改善策の検討

６．第６回検証委員会

日時：平成２９年８月３１日（木）

場所：栃木県公館

内容：栃木県高体連等の関係者からヒアリング、再発防止策を含めた最終報告の検討

７．第７回検証委員会（予定）

日時：平成２９年１０月中旬

内容：最終報告のとりまとめ（公表）

【参考】検証委員会の設置（平成２９年４月１１日）

○目的：本件事故の原因、課題に関する調査及び検証、事故の再発防止に関する提言 等

○委員及び協力委員：外部有識者１４名（委員長：東京女子体育大学教授 戸田芳雄氏）



第５回平成29年３月27日那須雪崩事故検証委員会の結果について

１ 日 時

平成29年７月23日（日）13時～17時33分

２ 場 所

栃木県公館中会議室

３ 出席者

戸田委員長、委員９名、協力委員４名

４ 議 事

(１) 会議等の公開・非公開の決定について【公開】

議事については 「(2)第一次報告を受けた意見及び改善策等について」は公開と、

することを決定した。

また 「(3)その他」のうち、今後のスケジュール等に関する打合せについては非、

公開とし、それ以外の事項は公開とすることを決定した。

会議資料については、全てを公開とすることを決定した。

(２) 第一次報告を受けた意見及び改善策等について【公開】

今後、最終報告を取りまとめるにあたり、第一次報告書を受けての意見や、現時

点で考えられる再発防止策等について、各委員が発表した。

(３) その他

① 再発防止策等を検討するにあたり参考となる事項の情報共有【公開】

委員や防災科学技術研究所等から、那須町で発生した雪崩災害に関する調査研

究、防災気象情報の伝送経路、国立登山研修所の研修内容等について、説明があ

った。

② 今後のスケジュール等に関する打合せ【非公開】

今後のスケジュール、進め方等について、委員間で打合せを行った。

、 、 。その結果 今後のスケジュールについては 次のとおりとすることを決定した

・ ７月29日（土）に関係者への追加の聞き取り調査を非公開で実施。

・ ８月31日（木）に第６回検証委員会を開催し、最終報告書の原案を議論。

また、関係者への追加の聞き取り調査を実施。

・ 担当委員間で打合せを行い、９月中には最終報告書を取りまとめ。

・ 最終報告書を提出する第７回検証委員会は、10月のできるだけ早い時期に

開催。



第６回平成29年３月27日那須雪崩事故検証委員会の結果について

１ 日 時

平成29年８月31日（木）13時～16時45分

２ 場 所

栃木県公館中会議室

３ 出席者

戸田委員長、委員９名、協力委員４名

４ 議 事

(１) 会議等の公開・非公開の決定について【公開】

議事については 「(４)最終報告に向けた検討について」は非公開とし、それ以、

外の議事は公開することを決定した。

会議資料については、全てを公開とすることを決定した。

(２) ７月29日に実施した聞き取り調査の結果概要について【公開】

７月29日に大田原高校にて実施した、雪崩事故関係者からの聞き取り調査の結果

について、資料２により委員から説明を行った。

また、委員から、雪崩の発生場所について、聞き取り調査を踏まえたデータ解析

の結果の説明があり、発生に至った要因が自然発生的なものか人為的なものかを特

定することは困難であること、などが報告された。

(３) 県高体連関係者からの意見聴取について【公開】

県高体連関係者から、顧問研修会の開催や危機管理マニュアルの作成など、事故

を受けての再発防止の取り組み等について説明があった。

(４) 最終報告に向けた検討について【非公開】

最終報告書の内容について、委員及び協力委員間で意見交換を行いながら、最終

報告の取りまとめに向けて、作業を行った。

(５) その他【公開】

スポーツ庁が発出した冬山登山に関する通知等について、資料３により情報共有

を図った。


